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日系 キ リス ト教 会 の展 開 と 日系 キ リス ト教 徒 の意 識

   一 カリフォルニア州サクラメントの事例

中 牧 弘 允

The History of Japanese Christian Churches and the Consciousness of 

     Japanese Christians in Sacramento, California, U. S. A.

Hirochika NAKAMAKI

   This paper deals with two major subjects. The first is a 
report on the formation and development of five Japanese 
Christian  churches: Japanese United Methodist Church, Park-
view Presbyterian Church, First Japanese Baptist Church, 
Meyhew Community Baptist Church, and Japanese Seventh-Day 
Adventist Church. The second is an examination of the religious 
and ethnic consciousness and reasons for conversion of both issei 

(first generation) and nisei (second generation) Japanese Christi-
ans. 
   The first discussion focuses on the function of Christian 
churches among issei Japanese and Japanese Americans. The 
second presents data concerning their religious and ethnic con-
sciousness of family, church and social life.
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は じ め に

 本稿はサクラメントに存在する5つ の日系キ リス ト教会を中心に,そ の歴史的展開

と,そ こに所属する日系キ リス ト教徒の宗教的･民 族的意識を検討 しようとするもの

である1)｡前 半の第1部 は,教 会の成立 と展開にかかわる制度的側面に重点を置き,

後半の第 皿部では,信 者の側からの意識やアイデンティティの問題を中心に据える｡

かつて本研究報告において,ハ ワイの日系霊能者をとりあげ,ア メリカ的生活を送る

日系人においてもなお強く日本的な民間信仰が継承されている問題を論 じたが[中 牧

1980],今 回はサクラメントの日系キリス ト教徒をとりあげ,ア メリカの社会や生活様

式に最 も同化 したと思われる者においてすらなお尾をひく宗教的･民 族的意識の問題

をとりあげようと思う｡こ こに共通する研究の意図は,日 本的な宗教伝統がどう継承

されているか,ま た新しい意識にもとつ く日系人固有の宗教伝統がどう形成されてい

るか,と いうことである｡

 いうまでもなくアメリカ本土においてはカリフォルニア州といえども日系人は少数

集団である｡し かも黄禍論から強制収容にいたる厳しい排斥を受けた過去もある｡た

とえばカリフォルニア州をはじめとする西部諸州の日系人は,第2次 大戦中の大部分

を,強 制移住させ られた戦時収容所ですごした｡そ して戦後再び戻ってきて初めから

やり直 した歴史をもっている｡こうした体験はハワイの日系人 とは随分異なっていた｡

ハワイでは日系人は多数派を占め,陰 に陽に差別はあったものの,戦 時中も一部の指

導的立場の人だけが強制収容されたにすぎない｡こ の集団編成の相違がハワイと本土

の日系人の問題を解 く重要な鍵のひとつである｡

 さて,こ と日系人の宗教生活に関する限 り,カ リフォルニア州のみならず研究はあ

まり進んでいない｡教 団の出版物は多いが,研 究 に値す る ものは限られて くる｡そ

れでも仏教に関する研究には幾つか注 目す べ き ものもあるが[KASHIMA 1977;

LAyMAN l 976],キ リス ト教に関してはさびしい状態である[SuzuKI l979]｡筆

者はアメリカ全体の動向を十分に把握しきってはいないが,サ クラメントの事例研究

を通 して,日 系人で もどちらかといえぱマイノリティのキ リス ト教徒の宗教生活と宗

教意識について報告 しようと思う2)｡

 周知の如 くサクラメントはカ リフォルニア州の州都であり,州 関係の諸機構が集中

1)文 部省科学研究費海外学術調査(研 究課題｢北 米西海岸地域 における 日系人 の宗教 に関す る

調査｣,研 究代表者:柳 川啓一)の 補助金 によ り,1981年7月 ～9月 に現地調査を実施 した｡

2)別 府 論文 は,サ クラメン ト周辺地域の日系人社会を とりあげ,仏 教会 とキ リス ト教会に焦点

をあてて比較研究を行な っている[BEFU 1965]｡
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す る政 治都 市 で あ る｡サ ク ラメ ン トは19世 紀 中葉 の ゴ ール ド･ラ ッ シュの 時代 に 急速

に繁 栄 し,1854年 に州都 が 設 置 され た｡こ の サ ク ラメ ン トは市 部 と郡 部 にわ か れ る｡

1980年 の セ ンサ ス に よ る と,サ ク ラ メ ン ト市 の人 口 は27万5741人 で あ り,サ ク ラ メ ン

ト郡 の 人 口は76万2680人 で あ る｡日 本 人 は19世 紀 の末 か ら続 々 と こ こに流 れ こん だ｡

中国 人 にか わ る肉体 労 働 者 と して鉄 道 工 事 や 鉱 山 や 農 園 の労 働 に従 事 した ので あ る｡

も っと も,ゴ ール ド･ヒ ル の近 くに若 松 コ ロニ ーが 明 治初 年 に形 成 さ れ,そ れ 自体 は

失敗 に帰 した が,こ れ は 日本 人 が ア メ リカ本 土 で 最 初 に試 み た 開 拓 と して よ く知 られ

て い る｡1980年 の セ ンサ ス で現 在 入 手 した 統計 か らは 日系 人 の数 は 不 明 で あ る が,

1975年 の セ ンサ ス に よ る と次 の 如 くで あ る｡サ ク ラ メ ン ト市 に は6201人(2･4%),サ

ク ラメ ン ト郡 には8921人(1.3%)居 住 して い る｡1975年 か ら1980年 の5年 間 に サ クラ

メ ン ト郡 の 人 口は約8万 人 増 加 して い る ので,サ ク ラ メ ン ト郡 の 日系 人 の人 口 は現 在

お よ そ1万 人 弱 と推 定 され る｡

1. 日系 キ リス ト教 会 の展 開

1.概 況

 サ ク ラメ ン トに は現 在5つ の 日系 キ リス ト教 会 が存 在 す る｡市 街 に あ るの はプ レス

ビテ リア ンのパ ー ク ビ ュ ー長 老 教 会(Parkview Presbyterian Church,略 してPPC)

た だ ひ とつで あ る｡残 り はすべ て や や 郊 外 の住 宅地 域 に あ る｡そ れ らは サ ク ラ メ ン ト

日本 人 合 同 メ ソヂ ス ト教 会(Japanese united Method ist church of sacramento,

略 してuMc),パ フ｡テス ト系 の第 一 日本 人 浸礼 教 会(First Japanese Baptist church,

略 してJBc),メ イユ ー･コ ミュニ テ ィ･浸 礼 教 会(Meyhew community Baptist

church,略 してMBc),そ して 日本 人 セ ブ ンスデ ー･ア ドベ ンチ ス ト教会(Japanese

Seventh-Day Adventist Church,略 してSDA)で あ る｡も っ と も, MBCは 日系人

の民 族 教 会(ethnic church)で は な いが,そ もそ も民族 教 会 と して発 足 し,今 で も教

会 員 の 大 多 数 は 日系 人 で あ るの で,い ち お う 日系 教 会 に加 え て お く｡

 サ ク ラ メ ン トの 周 辺地 域 には この ほか3つ の 日系 キ リス ト教 会 が あ る｡そ れ らは

Calvary Presbyterian Church(Stockton), First Unjted Methodist Church(1.oo-

mis),Japanese united Methodist church(walnut Grove)で あ る｡た だ しま だ実

態 調 査 を して な い の で,本 稿 で はサ ク ラメ ン トの上 記5教 会 に絞 って 論 述 す る｡

 これ ら5教 会 は4宗 派 にわ か れ,バ プ テ ス トの み2教 会 を数 え るが,他 は そ れ ぞ れ

1教 会 のみ で あ る｡も っと もメ ソヂ ス トで も合 同 教 会 の 設 立 ま で は2つ の 教会 が 存在
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して いた｡教 会 に正 規 に 所 属 して い る 日系 人 の 信 徒 は1000名 程 度 で あ ろ う｡内 訳 は

uMcが430～450名, PPcが 約230名, JBcが 約80名, MBcが 約130名, sDAが

約100名 で あ る｡日 系教 会 以 外 の キ リス ト教 会 へ の所 属 状 況 は,調 査 の現 段 階 で は全 く

不 明 で あ る｡ち な み にサ ク ラ メ ン トの仏 教 会 に繋 が る メ ンバ ー一一は約1300名 で あ るが,

これ に は子 供 な ど は含 まれ な い｡あ る牧 師 の 推 定 で は,日 系 人 の50～60%が 仏 教 会 で,

10～15%が キ リス ト教 会 に繋 が り,残 り は特 に 所 属 が 明確 で な い とい う｡ハ ワ イほ ど

で は ない に しろ複 数 帰 属 も考 慮 しな けれ ば な らず,宗 教別 人 口の 割 合 を確 かめ るす べ

は今 の と ころ これ以 上 に は 出な い｡

 さて,日 系 キ リス ト教 会 の 歴 史 は19世 紀 末 に遡 る｡い ちば ん 最初 に創 設 され た の は

サ ク ラ メ ン ト日本 人 美 以 教 会(Japanese Methodist Church of Sacramento)で あ る｡

つ い で1915年 に フ ロ ー リン 日本 人 美 以 教 会(Florin Japanese Methodist church)が

創 設 され,1920年 にサ ク ラ メ ン ト日本 人 基 督 教 会(Japanese church of christ of

Sacramento)と 第 一 日本 人 浸 礼 教 会 が 相次 いで 設 立 され た｡そ の後,メ イユー に で き

た第 一 日本 人 浸 礼 教 会 の 伝道 館 が メ イユ ー・ コ ミュ ニ テ ィ・ バ プ テ ス ト教 会 に 発展 し

た｡い ち ばん 新 しいの が 日本 人 セ ブ ンス デ ー・ ア ドベ ンチ ス ト教 会 で あ る｡そ こで こ

こで は宗 派 別 に古 いほ うか ら,メ ソヂ ス ト,プ レス ビテ リア ン,バ プテ ス ト,セ ブ ン

スデ ー・ ア ドベ ンチ ス トの順 序 で記 述 し,'最 後 に整 理 と補 足 を加 え る｡

2. メ ソ ヂ ス ト

 現 在 のサ ク ラ メ ン ト日本 人 合 同 メ ソヂ ス ト教 会 は,1968年 に サ ク ラメ ン トの パ イ オ

ニ ア・ メ ソヂ ス ト教 会 と フ ロー リンの 日本 人 メ ソヂ ス ト教会 が合 同 して で きた教 会 で

あ る｡そ の 歴 史 は19世 紀 の末 まで 遡 る｡そ こで まず パ イオ ニ ア・ メ ソヂ ス ト教 会 の前

身 で あ るサ ク ラ メ ン ト日本 人 美 以 教会 につ いて 述 べ,つ ぎ に フ ロー リ ン日本 人 美 以 教

会 の歴 史 に 移 る こ とに した い｡な お美 以 教 会 と は メ ソヂ ス ト=エ ピス コパ ル教 会 の 日

本 語 訳 で あ り,今 で は エ ピス コパ ル が 消 え メ ソヂ ス トの み とな って い る｡

  1) サ ク ラ メ ン ト 日 本 人 美 以 教 会3)

 サ ク ラ メ ン ト(桜 府)日 本 人 美 以教 会 は,1892年 サ ン フ ラ ン シス コ(桑 港)美 以 教

会 の支 会 と して510 L St.に 創 設 され た が,前 年 か らサ ンフ ラ ンシ ス コ よ り伝 道 者 た

ちが 路 傍 伝 道 や伝 道 会 に赴 いて いた｡初 代 の牧 師 は木 原 外七 で あ る｡正 式 に は ハ リス

監 督(Dr. M.C. Harris)の もと に1893年 に教 会設 立 とな った｡教 会 は市 街 のな か で 転

'
3)イ ンタビューに加え,内 部資料の｢サ クラメ ント日本人美以教会 の略史｣(1954)を 主 に参照

 した｡関 連の記載 は[藤 賀 1936:160--164][白 石 1964:96-97][KoGA 1977:147-149]｡
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写真1サ クラメ ン ト日本人合同 メソヂス ト教会

々 とそ の場 所 を 移 動 した｡教 会 とい って もふ つ うの 家 屋 を借 りた もの で,牧 師 館 を 兼

用 して いた｡教 会 活 動 の 中心 は伝道 と礼 拝 と日曜 学 校 だ った が,英 語学 校 や寄 宿 舎 を

経 営 した こ と もあ った｡1903年 に はハ リス監 督 を 招 聰 し フ ロー リンで伝 道 集 会 を開 い

て い る｡ま た1915年 頃 よ り青 年 が 多 く集 ま り,演 説 会 や討 論 会 を活 発 に行 な った｡彼

らの多 くは農 家 や 商 店 の下 働 きや,ハ ウス ウ ォ ー クや ス クー ル ボ ー イ と称 す る家 庭 働

きに で て いた｡1915年 に は最 初 の 家庭 集 会 も開 か れ て い る｡牧 師 は頻 繁 に 交代 し,戦

前 まで20名 余 りが つ とめ た｡短 い者 で半 年,最 長 が2期 で 計10年 で あ る｡

 1935年 頃 に は,一 般 礼 拝 にで る二 世 が増 加 し,会 堂 の狭 阻 を感 じて新 築 の議 が起 こ

った こと もあ る｡し か し日米 開 戦 で 強制 収 容 と な り,大 半 の信 徒 が 全米 各 地 に転 住 し

た｡し か し,わ ず か の帰 還 者 達 は教会 の復 興 に努 力 した｡と くに教 会 を ホステ ル と し

て一 般 に開 放 し,帰 還者 の便 宜 を はか った こと は特 記 に 値 す る｡そ して1951年 に は新

会 堂 を完 成 させ,献 堂 式 を 行 な い,翌 年 に は創 立60周 年記 念 伝 道 集 会 を1週 間 にわ た っ

て実 施 した。 パ イオ ニ ア・ メ ソヂ ス ト教会(Pioneer Japanese Methodist church)

と改 名 した の は戦 後 の こ とで あ る｡1968年 に フ ロ ー リンの美 以 教 会 と合 併 した が,合

同前 は礼 拝 に14～15人,婦 人 会 も毎週5～10人 が 集 ま る程 度 の 小 さな教 会 と な り,経

済 的 に も苦 し くな って合 同 に踏 み き った と い う｡

  2) フ ロー リン 日本 人美以 教会4》
㌧

フ ロ ー リ ンの 日本 人 美 以 教 会 は1913年 津 田 彌 三 郎 が 日本 語 学 校 と 日 曜 学 校 を 開 校 し

4)イ ンタ ビュ ー に加 え,内 部資 料 の｢フ ロー リ ン日本人 メ ソヂ ス ト教 会略 史 1913年 一1968年｣

(1968)を 主 に参 照 した｡関 連 の記 載 は[藤 賀 1936:183-189][白 石 1964:107][KoGA
l977:147-149]な どに あ る｡
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た の に始 ま る｡も っ と もフ ロ ー リンへ の伝 道 は それ以 前 よ りな され て い た｡先 述 の如

く,1903年,ハ リス 監督 を 招 聰 し,白 人 の美 以 教 会 を 借 りて 伝 道 集 会 を 開催 した と

こ ろ,立 錘 の余 地 な き ほ ど会 堂 に 日本 人 が あ ふ れ た と い う｡1915年,真 鍋 頼一 牧 師

(の ち に青 山学 院 の理 事 長)を 招 聰 して 教会 を発 足 させ た｡津 田彌 三 郎 は 日本 語 学校

教 師 を続 け,後 に神 学校 に入 学 した｡1918年,フ ロー リンに近 接 し大 正 時 代 に 拓 か れ

た 大 正 区 で も日本 語 学校 と 日曜 学 校 が 始 ま った｡

 1920年,幼 稚 園が 開 設 され,1921年 に は婦 人 会会 員 が50名 を 突破 した｡1927年 には

ホ ール が新 築 落 成 し,ス ポ ー ツや祝i賀会 な ど に 利用 され た｡大 恐慌 後 の1930年 代 に は,

財 政 難 の教 会 の経 費 を まか な うた め に映 画 会 が 年3～4回 行 なわ れ た とい う｡

 特 記 す べ きは リバ イバ ル で あ る｡1930年 代 初 期5),nサ ンゼ ル ス の伝 道 者 馬 場 小 三

郎 の特 別 伝 道 に よ って リバ イバ ル が お こ り,わ ず か 半年 の間 に62名 の 受洗 者 があ った｡

ま た40余 名 に 対 す る神 癒 も あ った とい う｡大 恐 慌 の 後 の不 況 の あ お りを受 け,生 活 の

苦 しか った 人 々が安 心 を得 た こ とが,リ バ イバ ルの 高揚 の一 大 要 因 だ った｡こ の 間,

全 村 の戸 別 訪 問 もな され て い る｡

 1941年,25周 年 礼 拝 と伝 道 会 が行 な われ た が,同 年 の 暮 に勃 発 した 戦 争 によ り,西

海 岸 の他 の 日系 人 と同 じ運 命 をた ど った｡

 戦 後,1945年5月,津 田牧 師 が帰 還 し,7月 か ら家 庭 集 会 を 開始 した｡ま たWRA

(War Relocation Authority)よ りベ ッ ト20脚・ ブ ラ ンケ ッ ト90枚 を借 り,教 会 ホ ー

ル を ホステ ル と して 活 用 した｡二 世 時 代 が到 来 し,二 世 の た め の牧 師 が1年 間 在任 し

た こ と もあ った｡ま た1955年 か らは タ ホ湖 で の二 世 修 養 会 が 始 ま り,10年 間 続 いた｡

 1948年 に は創 立35周 年 祝 賀 会 を 開 き,1958年 に は創 立45周 年,1963年 に は50周 年 の

記 念 行 事 を 開催 した｡し か しこ う した記 念 行 事 と平 行 して,教 会 の 合 同 が 論議 され る

よ うに な った｡ま ず 戦 後 ま もな くフロ ー リンの 白人 メ ソヂ ス ト教 会 との合 同 が詮 議 さ

れ た が,実 現 に は 至 らなか った｡つ い で1959年 に はパ イオ ニ ア教 会 との 合 同 を 画策 し,

寄 付 をつ の った が,失 敗 に帰 した｡そ の代 り その資 金 を も とに して,1962年 に は,牧

師館 の新 築 落 成 を み た｡と もか く時 代 の趨 勢 は教 会 の合 同 に傾 き,1967年,パ イ オニ

ア 教会 との合 同 案 を可 決 し,か く して1968年6月16日,創 立55周 年 祝 賀 会 と同 時 に フ

ロー リン日本 人 美 以教 会 の解 散 式 を 挙行 した｡な お解 散 式 は牧 師 の送 別 会 もか ねて お

り,合 同 と同 時 に榊原 ジ ョセ ブ牧 師 が 就 任 し,現 在 に至 って い る｡

 両 教会 の合 同 は比 較 的 ス ム ー ス に行 な わ れ た｡新 設 の 日本人 合 同 メ ソヂ ス ト教 会 は,

 5)教 会略史では1931～2年 にかけて記載 されて いるが,1934～5年 にかけて興 った というひと も

 い る｡後 者の立場を裏づ ける証拠 は,1934年12月2日 の日付のはいった記念写真が存在する こ

 とである｡
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好 都 合 な こ とに 南 サ ク ラメ ン トのMerwin Memorial United Methodist Churchか

ら建 物 と土 地 の寄 付 を 受 け,そ こに移 転 す る ことが で きた｡し か もその 前 に合 同教 会

用 の土 地 購 入 も終 り,10万 ドル の募 金 も成 功 して い た の で,そ れ を も とに して1970年

に は礼 拝 堂 とホ ー ル を新 築 落 成 した｡

3. プ レ ス ビ テ リア ン6)

 パ ー ク ビュ ー長 老教 会 は そ もそ も桜 府 日本 人 基 督 教 会 と して1920年 に組 織 さ れ た｡

当時 の教 会 員 は28名 で あ った｡原 田友 太 が牧 師を つ とめ た が,臨 時 の牧 師 で あ った｡

した が って最 初 の礼 拝 が 開 か れた 時,説 教 を した の は原 田牧 師で はな く,太 平 洋 沿岸 日

本 人 長 老教 会 伝 道 総 理 の ス トウ ジ博 士(Dr. E. A. Sturge)で あ った｡こ の ス トウ ジ

総 理 は桜府 日本 人 基 督 教 会 の生 み の親 と も言 うべ き人 で あ った｡総 理 は サ ンフ ラ ンシ

ス コで 長 老教 会 の 日本 人 ミ ッシ ョンを担 当 して お り,日 本 人 の 弟 子 を各 地 に派 遣 して

布 教 活 動 を 推 進 して い た｡そ の 一つ が サ ク ラ メ ン トの 日本 人 ミ ッシ ョンで あ る｡こ れ

は1913年 に始 ま り,1913年 か ら1917年 まで は中村 順 三 が,1918年 か ら1919年 まで は村

岡 菊三 郎 が牧 師 だ った が,彼 らは牧 師 とい って も責 任 者 に近 い役 割 を 果 して い た｡こ

の 教会 は市 街 の三 番 街 で賭 博 場 と売 春 宿 の 間 に は さ まれ て お り,牧 師 は礼 拝 や 集会 に

加 え,季 節 労 働 者 と して た む ろ して い た 多 くの若 い一 世 に対 し,さ ま ざ まな世 話 を し

て い た ので あ る｡

        写 真2パ ー ク ビュ ー長 老 教会(日 曜礼 拝 の 後 で)

6)イ ンタ ビュ ー に加 え,内 部 資料 の"History of Parkview Presbyterian Church"を 主 に 参照

した｡関 連 の記 載 は[藤 賀 1936;189-194][白 石 1964:111][KoGA l977:163--164]な ど

に あ る｡
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 と ころで,1920年2.目 に発 足 した桜 府 日本 人 基 督 教会 は,ま も な く教 会 員 の集 団 的

離脱 とい う危 機 に 見 ま わ れ た｡同 年11月,土 方 揆 一 牧 師 自 ら9名 の教 会 員 をつ れ て 辞

職 した ので あ る｡主 と して 信 仰 上 の理 由か らだ と推 定 さ れ るが,彼 ら はバ プテ ス ト教

会 の有 力教 会 員 とな った ので あ る｡

 1921年6月,日 曜学 校 が 校 長 の も とに組 織 され,最 初 の記 録 で は生 徒135名,平 均

出席 者100名 で あ った｡7人 の教 師 が 従事 し6つ の ク ラス が あ った｡ち な み に大 人 の礼

拝 を み る と,1926年 の 日曜 礼 拝 の 出席 者 は平 均25名 で あ る｡そ して この年 の受 洗 者 は

大 人7名,子 供7名 で あ った｡

 牧 師 は こ の頃 頻 繁 に か わ って い る｡渡 辺 玉 作(1920-1922),小 北 絞次 郎(1923-1926),

菊地 寛治(1926),芦 名 武 雄(1926-1932),渡 辺 連 平(1932-1937)と 続 き,1940年 に

中村 勇 が就 任 し,強 制収 容 まで その 任 に あ った｡こ の 間,臨 時 牧 師 も何 人 か交 代 した｡

 日米対 戦 に至 るま で の特 筆 す べ き事 項 に は次 の よ うな もの が あ る｡最 初 の恒 例 ピク

ニ ックが1933年 に行 な われ た｡1935年 に は教 会 で 最 初 の 映 画会 が開 か れ た｡1936年 か

ら家 庭集 会 が始 ま った｡ま た同 年,英 語 で礼 拝 をす る二 世 中 心 の ジ ュ ニ ア･チ ャー チ

が始 ま った｡そ して 開 戦 直前 の1941年5月,現 在 地 に教 会 を建 て 献堂 式 を 行 な った｡

 日米 開戦 か ら強 制 収 容 に至 る まで 教 会 で もい ろ い ろの 出来 事 が あ ったが,と くに長

老 教 会本 部 か ら強 制 収 容 の可 能 性,ま た そ れ に ど う対 処 す るか とい った指 示 が 次 々に

下 って い る の が興 味 深 い｡

 強 制 収容 所 で は信 仰 の 自 由 は認 め られ,キ リス ト教 徒 は エキ ュ メニ カ ル な礼 拝 を行

な う こ とがで きた｡中 村 牧 師 は コ ロ ラ ド州 ア マ チ強 制 収 容 所 に い た が,1945年3月 サ

ク ラ メ ン トに戻 り,隣 の カ ト リック教 会 か ら返 還 され た教 会 を ホス テ ル と して 使 用 し

な が ら,牧 会 活 動 を 始 め た｡一 時 はサ ク ラ メ ン トに帰 還 した 日系 人 家族 を7～8家 族

も収 容 した｡ホ ステ ル はほ とん ど の 日系 人 が そ れ ぞれ の落 着 き先 に 戻 った と こ ろで,

1946年 に 閉鎖 され た｡

 1946年5月10日,教 会 の将 来 にか か わ る重要 な会 議 が開 か れ,次 の よ う な コ メ ン ト

が な され た｡

 1)二 世 は ア メ リカ人 の教 会 に加 入 す る こ とが望 ま しいが,サ ク ラメ ン トの よ うな

  日系 人 コ ミュ ニテ ィの あ る とこ ろで は不 可能 で あ る｡

 2)若 い二 世 は限 られ て い る ので,日 系 人 は三 つ の異 宗 派 の キ リス ト教 会 よ り も一

  つ の 超宗 派 的 な教 会 を もつ の が 望 ま しい｡

 当 時,民 族教 会 を 解 散 し白 人 教会 に統 合 す べ きだ とい う教 会 本 部 の 意 向 は,実 際 問

題 と して 通 用 しなか った｡こ れ に は第 皿部 で 後述 す るよ うな面 白 い エ ピ ソー ドが あ る｡
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 1947年5月16日,教 会 名 をパ ー ク ビ ュー長 老 教 会 と改 名 した｡同 年11月,中 村 牧 師

が 離 任 し,1948年10月,甲 賀純 男 牧 師 が着 任 した｡こ の 頃 の特 記 す べ き事 に は,次 の

よ うな もの が あ る｡1946年 に ボ ー イ･ス カ ウ トが結 成 され た｡1949年,ジ ュニ ア婦 人

会 が 組 織 され た｡そ して1947年 か ら月 約献 金 が 始 ま った｡

 甲賀 牧 師 は1953年 に離 任 し,1955年 に加藤 ポ ー ル牧 師 が 就 任 しユ967年 まで 勤 め た｡

そ して 同 年 に 財部 平 八 郎 牧 師 が 着任 し,1982年 ま で担 当 した｡

 財 部 牧 師 の 着 任 後,日 系 人 の 教 会 と して 存続 す べ きか ど うか を め ぐ って教 会 は ゆれ

た が,現 在 の と ころ は 日 系人 教 会 と して 安 定 して い る｡こ の間 の 活 動 と して 注 目す べ

きは,一 世 の ラ イ フ･ヒ ス トリーを ま とめ る プ ロ ジ ェ ク トの推 進,他 の ア ジ ァ系 少 数

民族 との民 族 的 連 帯 が あ げ られ る｡こ れ らの詳 細 につ いて は,第 五部 に ゆず る｡

4. パプ テ ス ト

  1) 第 一 日 本 人 浸 礼 教 会7)

 サ ク ラ メ ン トの 第 一 日本 人 浸 礼教 会 はそ の 前 身 を 聖 書 学 院 とい った｡聖 書 学 院 は

1920年11月 に創 設 され,5thSt.とPSt.の 角 に位 置 して いた｡創 設 メ ンバ ー は7入

で,長 老 教会 か ら離 脱 した 土 方揆 一牧 師 が 中 心 で あ った｡日 曜学 校 もそ の翌 月 か ら始

ま った｡

         写 真3 第一 日本人 浸 礼 教会(日 曜礼 拝 の 後で)

7)イ ンタ ビュー に加 え,内 部 資料 の｢創 立60周 年 祝賀 会 60Years of Ministry 1920-1980｣

(1980)を 主 に 参照 した｡関 連 の記 載 は[藤 賀 1936:195-199][白 石 1964:112][KoGA

1977:140-141]な ど にあ る｡
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 1922年,聖 書学 院 を改 め第 一 日本 人浸 礼 教 会 と した｡そ の頃,幼 稚 園 や婦 人 会 も始

ま り,牧 師 婦 人 が そ れ らの中 核 とな って いた｡ま た 支部 の創 設 も活 発 で,カ メ リア･

ミ ッシ ョ ンを は じめ,メ イ ユ ーや ウ ッ ドラ ン ドに も伝道 の拠 点 を も った｡1926年,正

式 に第 一 日本 人 浸 礼 教会 を 名 の った｡

 1932年7月,会 堂修 築 記 念 の献 堂 式 が 行 な われ た｡こ の時 の教 会 員 は96名 を 数 え,

日曜 学 校 生 徒 が126名,Baptist Young People Unionの メ ンバ ーが25名 を 数 え た｡

幼 稚 園 児 は21～42名 で あ った｡

 日米 開戦 に至 る まで,eg-一 日本 人 浸 礼 教会 は1932年 に建 て られ た隣…りの ク リス チ ャ

ン・ セ ン ター と緊 密 な る提 携 を も って,日 本 人 社 会 で い ろい ろな活 動 を して い た｡こ

の ク リス チ ャ ン・ セ ンタ ー はバ プ テ ス ト・ ミッ シ ョ ンの 経 営 す る もので,バ ス ケ ッ ト

・ボー ル な ど各 種 ス ポ ー ッ活 動 を は じめ 集会 な ど に利 用 され て い た｡バ プテ ス ト･ミ

ッシ ョ ンの 国 内宣 教 師 が 日系人 や 中国 人 な ど の移 民 に対 し,積 極 的 な布 教 活 動 を行 な

って い た 時期 で あ る｡

 1942年,日 系人 の強 制 収 容 に伴 な い,教 会 は 閉鎖 され,ク リスチ ャ ン･セ ンタ ーは

リンカ ー シ･セ ンタ ー と改 名 し,地 域 活 動 を 重点 的 に行 な う よ うに な った｡

 1945年,日 系人 は再 び西 海 岸 に戻 って くるよ うに な り,五 十 嵐 謙三 郎 牧 師 は も との

教 会 を ホ ステ ル と して 活 用 し,100家 族 以 上 の世 話 を した｡ま た 五十 嵐 牧 師 は リ ンカ

ー ン・ セ ン ター で 日系 人 の 礼 拝 を担 当 した ｡な お英 語 礼 拝 は リンカ ー ン･セ ンター の

ス タ ッフが 担 当 した｡

 1954年,五 十 嵐牧 師 の 引退 に 伴 な い石 原 ロ イ牧 師 が就 任 した｡そ して キ リス ト教 の

根 本 が 強 調 され る よ うに な った｡こ の頃,日 曜 学 校 や 日曜礼 拝 の 出席率 が上 昇 し,二

世 の活 躍 が 目立 って きた｡

 しか しサ ク ラ メ ン ト市 街 の再 開 発 計 画 のた め,教 会 建物 の リンカ ー ン･セ ン ター は

売 却 され,新 しい 教会 の必 要 性 が生 じた｡そ こで と りあ え ず1958年 に市街 の貸 ビル の

一 角 に教 会 を 移 し
,よ うや く1962年 にな って,現 在 の 教 会 堂 をFruitridge Baptist

Churchか ら購 入 して 移 転 した｡な お,石 原 牧 師 は リ ンカ ー ン･セ ンタ ーか らの立 ち

の きの 直前 に離 任 し,ハ ワ イの教 会 に移 った｡

 1960年 代 後 半 は二 世 の婦 人 会 が大 い に活 躍 した｡そ して 野球 やバ スケ ッ トな ど青 年

の ス ポ ーツ活 動 が 活 発 に 行 な わ れ,サ ク ラ メ ン トの 日系 人 教会 リー グ な どで,男 女 と

もチ ー ムを組 んで 競 いあ った｡

 石 原牧 師 以後,何 人 か の 牧 師 が交 代 して今 日に至 って い る｡日 本 人 も日系 二世 もい

れ ば,日 本 帰 りの宣 教 師 も いた が,皆 日本語 と英 語 を話 した｡だ が,調 査 当時 の 臨 時
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牧師であった日系三世の瀬戸マイク牧師は,日 本語を全 く使わなかった｡

 現在の教会は二世が中心 とはいえ,極 端に活動メンバーが減少 し,三 世･四 世もあ

まり活発ではない｡一 世･二 世の教会員にとってはそれが深刻な悩みのようである｡

  2) メ イ ユ ー・ コ ミ ュ ニ テ ィ 浸 礼 教 会8)

 メ イユ ー･バ プテ ス ト教 会 は サ ク ラメ ン トの 東 方 に位 置 し,メ イユ ー･コ ミ ュニ テ

ィの バ プ テ ス ト教 会 と して 機 能 して い る｡し たが って 日系人 の み な らず,白 人 や黒 人

との 混 合形 態 を と って お り,最 初 に述 べ た よ うに い まや 日系人 教 会 と はい い が た い が,

そ も そ も 日本 人 が 建 て た教 会 で あ り,今 で も 日系 人 が教 会 員 の約7割 近 くを 占 め て い

る ので,と りあ げ る こと に した い｡

 1927年,サ ク ラメ ン トの オ ー ク・ パ ー ク(35th Ave.とBroadwayの 南 の ほ う)

の カ メ リア伝 道 館 の メ ンバ ーだ った 日本 人 キ リス ト教 徒 が,メ イユ ー に土 地 を 買 って

移 り住 ん だ｡そ こで彼 らは あい はか り,家 庭 集会 を始 め たの で あ る｡そ れ は 日本 語 学

校 に 日曜学 校 を 加 え た もの で,土 曜 日 に牧 師 が 学校 を 開 き,月 一 度 日曜 日の夕 方 に 礼

拝 を 行 な った｡そ こで 集 ま った献 金 は本 部 に送 り,本 部 か ら逆 に宣 教 師 の給 料 が 支 給

され て い た｡そ して1930年 に は一 室 の み の 日曜学 校 用 の建 物(community houseと

して も機 能 した)を 地 元 日本 人 の全 面 的 協 力 を え て 完成 させ た｡1935年 まで は村 岡 菊

三 郎 牧 師 が来 て い たが,同 年 に70才 にな った の を機 に 引 退 し,代 って 当時 聖 書 販 売 の

コル ポ ター を して い た 五 十 嵐 謙 三 郎 牧 師 が バ プ テ ス ト国 内伝 道 会(Baptist Home

写 真4メ イ ユ ー･コ ミ ュニ テ ィ浸 礼教 会(日 曜礼 拝 の後 で)

8)イ ンタ ビュ ーに 加 え,関 連 の 記載 を 参 照 した[藤 賀 1936:199-202][白 石 1964:115]

[KoGA 1977:157-158]｡
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Mission Society)か ら派 遣 され て,カ メ リア,ウ ッ ドラ ン ド,モ デ ス ト,デ イ ビス と

と もに メィ ユ ーの 牧会 に 当 った｡

 終 戦 後,メ イ ユ ーの 日本 人 は た いが い戻 って き た が,彼 らの 帰 還 の直 前 に教 会 建物

は焼 失 した｡そ こで しか た な く家 庭 を 提 供 した 家 に おい て,1945年5月 頃か ら日曜 学

校 と礼 拝 を始 め た ので あ る｡フ ロー リンの津 田牧 師 を2～3度 よん だ こ と もあ る そ う

だ｡そ して1947年 に は教 会 堂 を建 て,サ ク ラメ ン トの第 一 日本 人 バ プテ ス ト教会 の五

十 嵐 牧 師 を 招 き,彼 は1954年 まで兼 牧 した｡他 方,二 世集 会 と 日曜 学校 の ほ うは リン

カ ー ン・ ク リス チ ャ ン・セ ン ター の ク ロー ン宣教 師(Miss Mary Opal Crone)が16年

間(1947～63)協 力 の手 を さ しの べ た｡

 そ して1952年4月,メ イユ ー 日本 伝 道 館(Meyhew Japanese Mission)は メイ ユ ー

・コ ミュニテ ィ・ バ プ テ ス ト教 会 と改 名 し,多 民 族 教 会 と して歩 み は じめ た｡そ して

1956年4月,現 在 の礼 拝 堂 が完 成 し献 堂 式 を行 な った｡古 い礼 拝 堂 は後 日Cronc Hall

と名 付 け られ た｡1954年3月 か らの 牧 師 は第 一 日本 人 バ プテ ス ト教会 と兼 務 で 二 世 の

石 原 ロ イが就 任 し,こ の 頃 経済 的 に独 立 した｡1957年11月 に石 原 牧 師 は離 任 し,以 降

ず っ と白人 の牧 師 が 交 代 で就 任 して い る｡1961年10月 にScudder Hallの 献 堂 式 を 行

な った が,こ れ は 日曜学 校 用 に使 用 す る建 物 で あ り,最 初 の 白人 教 会 員 の名 を と った｡

他 方,同 じ 日曜 学 校 用 の 一世 ホ ー ル は1969年5月 に献 堂 式 を 行 な った｡現 在 の民 族 別

教 会 員 構 成 は,お よそ 日系 人65%,白 人25%,黒 人10%で あ る｡そ して 黒人 教 会 員 の

増 加 が 問 題 と して 浮 上 して い る｡

5.セ ブ ン ス デ ー・ ア ドベ ン チ ス ト

 1938～9年 頃,一 世 の 今 井 清 吉 牧 師 が数 名 の一 世 を 相手 に聖 書 研 究 を して い た｡す

で に そ の頃,白 人 のSDA教 会 で 受 洗 した 日系人 が 存 在 した｡

 戦 後,1952年 頃,ハ ワ イ生 れ の二 世 で 神 学校 をで たて の 河 野 ハ ロル ドが オ ー ク･パ

ー ク界 隈 で家 庭 集 会 や伝 道 会 を して いた
｡建 物 の上 は 白人,下 は 日系人 の集 会 所 と し

て 使 用 され て い た｡そ の 頃,SDAの ロマ リンダ 医学 校 を 卒 業 して サ クラ メ ン トに 引 越

して きた者 や,ハ ワ イか ら移 住 して きた 者 が あ り,教 会 の中 心 的会 員 と な って い った｡

 1964年,現 在 の教 会 堂 を サ ク ラ メ ン トの南 の 住 宅地 域 に建 立 した｡つ いで1966年 頃,

日曜学 校 な ど に使 用 す る建 物 が 完成 した｡

 牧 師 はハ ワ イ生 れ の二 世 の 堀 之 内勲 が カ リフ ォル ニ ア大 学 デ イ ビ ス校 に通 い なが ら

2～3年 つ とめ,そ の後 沖縄 出身 の 新垣 繁 信 が1972年 ま でつ と めた｡同 年 ハ ワ イか ら

二世 の瀬 分 ロ イ ド牧 師 が赴 任 し,現 在 に 至 って い る｡
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写真5 日本人 セブ ンスデー･ア ドベ ンチス ト教会(日 語部の礼拝)

 現在の教会員の構成では教会設立当時の信徒がいちばん多い｡そ して沖縄系の教会

員が他教会と比べるとやや多い｡以 前韓国系の教会員も合流 していたが,現 在では白

人系のSDA教 会に属しているそうだ｡白 人の入会も時々あるというが,教 会員 とし

て長続きはしないようである｡

6.整 理 と補 足

  これまでごく簡略に各教会の歴史を追 ってきたが,こ こで幾つかの特徴を整理 しな

が ら,記 述を補足することにしたい｡

  日系キ リス ト教会の成立にあたっては,各 宗派の国内伝道母体が主導的な役割を果

 した点にまず注目する必要がある｡そ れらの ミッションが日本人教会を精神的にも経

済的にも支えていたのである｡日 本人に対するこうした動きはサンフランシスコで開

･始 され,内 陸部のサクラメン トにも波及 した｡当 時のキリス ト教は教義の宣教ばかり

でなく,む しろ日本人に対する各種の便宜の提供や世話どりのような援助的側面を強

 く押 しだ していた｡就 職の斡旋,英 語の教授,社 会生活の指導,禁 酒運動などは,キ

 リス ト教が特に力を入れた点である｡サ クラメントでは既述の教会に加え,救 世軍が

1920年 に日本人小隊を設置し,そ うした面での活動を日米開戦に至るまで継続 してい

 た9)｡逆 にいえばアメ リカ社会への適応･融 合などを指向する人々にとって,キ リス

 ト教はアメリカの文化を代表するものと映 ったといっても過言ではないだろう｡ま た

 キリスト教が,さ まざまに現れる白人による日系人の差別や排斥に対抗 し,緩 衝的役

 9)戦 後は本部の方針で日系部の再開を許さなかった[北加基督教 会々同盟 1957:41-42]｡
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割を演 じた点も見逃すわけにはいかない｡

 こうして成立 した日系キ リス ト教会は,当 初より宗派色はあまり強くなか った｡も

ちろんサクラメントでも長老教会から浸礼教会へ牧師が移るなど,組 織上･教 義上の

対立も皆無ではなか った｡ま た合同に失敗した例 もある｡し か し,異 宗派の牧師に就

任を依頼 したり,合 同で集会を開催するなど,日 系人 としての連帯がかなり強く存在

してきたように思われる｡

 つぎに日系キ リス ト教会の展開におけるいくつかの重要な変化にも注 目しておく必

要がある｡そ の一つは自立教会への歩みである｡す なわちミッションの経済的援助か

らの自立である｡戦 前それを果たした教会もあるが,1950年 代に至って文字通り独立

した教会もある｡そ れと平行 して合同の動きもみられた｡後 述するように異宗派間の

合同には成功しなかったが,そ の一歩手前にまではいっていた｡そ れから世代交替に

ともなう変化がある｡そ れは単に日本語か ら英語へという変化にとどま らず,意 識の

上で も大きく変 っている｡こ の点については,第 皿部 にゆずる｡た だ民族教会として

の性格は迂余曲折を経たが,多 くの教会において今日まで堅持されている点は注目さ

れる｡た だしその場合には,再 認識 された民族教会という面が決定的に異なっている｡

 日系人の歴史において日米の戦争を無視することはできない｡転 住所における強制

収容は日系人の生活に多大の変化を及ぼし,戦 後の教会活動もゼロか ら始まったが,

歴史の流れとしては戦前の延長にあったように思われる｡戦 後の教会再建の核となっ

たのは戦前 からの中心メンバーが多かった｡ち なみに戦前の1936年 の教会員の名簿

                          表2 パークビュー一長老教

                             会の教会員構成
                              (1979.12.31現在)

表1 サ ク ラメ ン トの キ リス ト教 徒(1936)

教 会 名
類 別

サクラメ ント美以教会

フロー リン美以教会

サクラメ ント基督教会

第一 日本人浸礼教会

メイユー伝道館

一世

41

85

50

32

14

二世

 9

115

54

31

17

不明

12

 7

 0

 3

 0

計

62

207

104

66

31

日曜学校
生徒

130

150

151

130

64

受

洗

教

会

員

夫婦

独身者･大 学生

夫のみ

妻のみ

未成年

30組

40人

17人

23人

16人

計
1 i･･人

求道者(未難 者)1･4世 帯

*教 会 出席 者 の平 均(1980)

 英語 使 用 者  45.8(人)

 日本 語 使 用者  6.0

 日曜学 校   25.0

   計    76.8

*1981　 Parkview Annual Report

によ って 作 成｡
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([藤 賀 1936])を もと に調 査 した結 果 の一 部 を,世 代 別 の 一覧 と して 掲 げて お く(表

1)｡さ らに,参 考 のtcめ に,パ ー ク ビ ュー長 老 教 会 の最 近 の教 会 員構 成 及 び 礼 拝 出

席 者 の一 覧 表 を 添 え る(表2)｡

π. 日系 キ リス ト教徒の意識

 第 皿部では日系キリス ト教徒の意識を問題に据えるが,い わゆる意識調査というよ

うな統計的方法を採用せず,面 接と観察に多くを依存 している｡し かし,一 部では文

献資料 も援用 している｡ま ず入信動機を検討 し,つ いで宗教意識と民族意識について

論ずる｡

1.入 信 動 機

 キ リスト教への改宗は,原 理的には日本での宗教生活か らの脱皮を意味していた｡

移民の大多数は農村の出身者であって,都 会の者は相対的に少なか った｡し たがって

農村における宗教生活が,い うなれば多くの移民の引きずってきた宗教的伝統であっ

た｡仏 教がその伝統をほとんど無意識的に継続させたものであるとするならば,キ リ

ス ト教への入信はその伝統か らの離脱をはかるものであった｡と はいえこのような割

り切 り方も危険ではある｡な ぜならキ リス ト教への改宗にもさまざまな動機が存在し

たのであり,回 心を伴なわない場合も少なくなかったからである｡こ こでは一世と二

世を中心にインタビューの結果をまとめてみた｡一 世が14人,二 世が5人 である｡

  1) 一 世 の場合

 大人で渡米 した一世と子供のとき呼び寄せで渡米した一世とではやや意識が異なる｡

後者は一世 とはいえ二世に近い立場にあるからである｡前 者は12人で,後 者は2人 で

ある｡14人 の一世のうちで日本でキ リス ト教徒だった者はいない｡皆 アメリカでキ リ

ス ト教に入信 した者ばかりであり,そ れなりの入信動機をもっている｡現 在の所属教

会の内訳はuMc 4名, PPc 4名, JBc 2名, MBc 3名, sDA 1名 である｡男

女別では男6名,女8名 である｡ま たすべて戦前の渡航者である｡

 宗教を比較検討 しある程度研究 して改宗した例は,SDAの 男性ただ一例である｡彼

は1912年 父の呼び寄せで渡米 した｡家 は西本願寺系だ ったので,戦前は仏教会の役員を

したこともあるという｡彼は20年間 も医老通いをするような不運に苦 しみ,宗教 とくに

生長の家には7年 間もかかわって研究したという｡そ して1938年,SDAの 教えに確信

をもち,サ クラメントの日本人では初めて洗礼を受けるに至った｡彼の改宗に対 し母は,
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仏教に生まれながらキ リス ト教に改宗したといって怒ったという｡も っとも宗教を比

較研究 しないまでも,キ リス ト教についてかなり学んで後に改宗 した例はある｡サ ン

フランシスコの日本人キ リス ト教会で土曜日の晩に開かれていた講演会に欠かさず通

った人の場合などはそうである｡しかし多くの場合は,キ リスト教の教義とか教えの優

秀性を確信 したか らではなく,ア メ リカという社会に身を置いたことに起因していた｡

 まずアメ リカはキリス ト教の国だか らキ リス ト教徒になるのが当然だという意識が

存在したことである｡仏 教会の青年会でこのような主張を して摩擦をおこした人はや

や極端な例 として も,ア メリカで生活するのだから宗教 もキリス ト教で,と 漠然と考

える人は少な くなか った｡一 世 といえども比較的若い年代が多かったから,日 本の宗

教的伝統に強 く束縛されてはいなかったし,ア メリカでの生活に憧憬を抱 く人々も少

なくなかった｡だ からキリス ト教徒になりたいという希望を抱いて教会に通 った人も

いる｡こ うした一般的背景を前提としてキ リス ト教への求道がなされたが,当 初の動

機は多様であった｡

 たとえば,牧 師家族の提供する日本食によばれるから教会に集まったとか,白 人教

会に出席 し茶 とクッキーで歓待されたのに感激 したとかである｡一 見つまらない話の

ようであるが,当 時の日本人のおかれていた立場を考慮する必要がある｡日 本人は固

まって生活 していたが,そ れでも日本食をいつでも食べられるような状況にはなかっ

た｡ま た日本人に対する差別の厳 しかった時期であ って,白 人に歓待されるのは感激

以外の何物でもなかったのである｡フ ロー リンのメソヂス ト教会が日本人に対する差

別を少 しで も緩和させ るために設立されたことは,す でに記したところでもある｡

 教会に英語を習いに行 っているうちに改宗を決意するに至った例はかなり多い｡そ

うした一世は向学心もさりながら,ア メリカ社会での生活に賭けていたところがあっ

た｡も っとも,そ れほど切実ではなく,他 に行 くところもなく自然に教会に足が向い

たというひともいる｡白 人の牧師や宣教師の人柄にうたれたひともあったようだ｡こ

うした改宗の過程を通るひとは男性に顕著だった｡

 他方,女 性の場合は,本 人というよりも二世の子供を介して教会 と結びつ くことが

意外に多かった｡つ まり子供を教会の日曜学校に通わせているうちに自分も婦人会な

どで活発に活動 したり,ま たクリスマスやイースターあるいは牧師の歓迎会や送別会

などの機会に次第に教会と結びつ くという過程をたどった｡実 際,子 供をキリスト教

の雰囲気で育てたいと願った母親は多か った｡た とえばキリス ト教の教義は知らな く

とも,酒･タ バコを禁止するだけでも子供の教育にはいいと思い入信した例がある｡

子供だけ行かせるわけにいかないので自分 も行 くようになったというひともいる｡あ
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るいは教会には行かなか ったが,子 供を日曜学校にずっと送 っていたので,家 庭集会

はよく開いたという主婦がいる｡も ちろん子供の縁ばかりで教会に繋がっていたわけ

ではない｡教 会のメンバーすなわち受洗 した正規の教会員でなくても,婦 人会には入

会できたところでは,婦 人同士の繋がりが重要だった｡こ うした社会的な繋がりばか

りでなく,教 えに共鳴した点 も注意 しなければならない｡た とえば,｢女 性は弱いも

のだから大切にしなければいけない｣と の教えは,仏 教会とまった く異なり,興 味を

そそられたというひとがいる｡牧 師の態度や行ないに感銘した場合 もある｡た とえば,

日本人の牧師に手をにぎられてはじめて人間 らしい扱いを受けたとし,そ うした扱い

をして くれるので仏教よりもキ リス ト教のほうへなびいたというひとがいた｡

 戦前に渡米 しても戦後に入信 したというひとは,や や動機を異にしていた｡た とえ

ば息子の嫁の父親が短気で喧嘩が早 く,ク リスチャンになって神に助けて もらわなけ

れば仲良くなれないと思い受洗 したという例がある｡子 供が介在 してはいるが,柔 和

な心構えを求めてのことであった｡

 キリス ト教における改宗の典型は,異 教の神の祭祀をやめ,罪 を悔い改めて回心す

るものであるとすれば,日 本人一世の場合はその典型からはかなりはずれていた｡ま

ず祀るべき神や仏を持たない者が多か った｡つ まりやめるべき祭祀はほとんどなかっ

たのである｡だ から強烈に意識 して日本の宗教的伝統から離脱 したわけではないので

ある｡ま た罪の意識 も薄かった｡と いうより原罪の何たるかを知らない場合が多か っ

たであろう｡以 上わずかな事例ではあるが,日 本人一世の場合め改宗は,ア メ リカで

の生活を安全に確保するための有力な戦略としての面が強かった｡差 別に対す る打開

策,二 世教育,新 しいライフ･ス タイルの摂取など,キ リス ト教ならではの積極的な

適応･融 合の側面を認めることができる｡

2) .二世 の場合

 二世の所属教会別内訳はuMc 1名, PPc 3名, JBc 1名 である｡そ れに一世

ではあっても二世と同じような扱いができる者が1名 である｡

 二世の場合,日 本の宗教的伝統との訣別 という面はほとんどなく,親 の影響下か友

人との関係でキリス ト教教会との関わりをもつ ことが一般的であった｡そ の場合でも

所属教会による差はほとんどみられない｡先 にも述べたように,一 世の親が二世を日

曜学校に通わせたのである｡逆 に,子 供のほうが友人との関係で教会活動に加わった

例もある｡そ うした場合,仏 教会でも日曜学校は開かれていたのであるが,親 は仏教

会でも子供はキリス ト教の日曜学校に通 うこともあった｡こ れは子供に親の宗教を強

要 しなかった例である｡日 曜学校だけでなく親が教会のボーイ･ス カゥ ト活動に熱心
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で,そ れにはいっていた二世 もいる｡教 会では仏教会とキ リス ト教教会をとわずスポ

ーツ活動が活発で,多 くの二世が日本人教会間の対抗試合を行なっていた｡子 供にと

って教会の活動ばかりが入信の機縁ではなかった｡日 曜学校のあと教会員宅の水泳プ

ールに泳ぎに行き,プ ールで遊んでいるうちにいつのまにかクリスチャンになったと

いう話もあるくらいである｡受 洗については,一 世の父母の受洗よりも子供のほうが

先行する場合 も少なくなかった｡な ぜなら一世には受洗に踏みきるまでにさまざまな

障害があったのである｡も ちろん,親 子同時に洗礼を受けた場合も少なくなかった｡

 三世の場合は二世のそれと大同小異である｡一 般的には,キ リスト教教会の日曜学

校で育ち,長 じて受洗するという過程である｡た だし,幼 児洗礼をする教会もある｡

もっとも高校生位になるとほとんど日曜学校には通わなくなるそうである｡

2.宗 教 意 識

  1) 社会生 活 にお ける宗教 意識

 社会生活といっても広 く漠然としているので,こ こでは白人社会との関係,日 系人

社会との関係,な らびに仏教との関係に絞 って整理 してみたい｡そ うした関係のなか

でキリス ト教徒の宗教意識がどう発現するかが問題となる｡

 まず白人社会との関係であるが,キ リス ト教徒のなかに,キ リス ト教の影響関係が

なか ったら,日 本人は白人の社会に受けいれてもらえなかったという意識がある｡こ

れはたいへん重要な点である｡図 式的にいえぱ,白 人社会 と日本人社会の仲介者的役

割を果たしたというのである｡だ からこそ当の日本人社会からはキリス ト教徒はスパ

イよばわりされたこともあった｡と くに収容所においてそれがはなはだ しく,暴 行事

件にまで発展 したこともある｡フ ロー リンのキリス ト教会の設立が,白 人社会に受け

いれ られるための,ひ とつの方途として計画されたことは,こ の間の事情を如実に物

語っている｡

 日系人社会との関係については,積 極派と消極派とにわかれる｡積 極派はPPCと

uMcで あり,消 極派はJBCとMBCとSDAで ある｡た とえば5月30日 のメモ リ

アル･デ イの日,サ クラメントの市営墓地にある先亡者慰霊塔の前で,諸 宗教の合同

参加による式典が毎年行なわれる｡メ モリアル･デ イ自体は戦死者の追憶を目的とす

る国の祝 日であるが,日系人にとっては,欧州戦線でアメリカへの忠誠の証 しをたてて

亡くなった二世戦士ともども,先 亡者を追悼する日になっている｡PPCとUMCの

牧師は毎年交代で参加するが,残 りの3教 会は参加 しない｡以 前はJBCの 牧師も加

わっていたが,バ プテス トは一般に社会的な行事にはかかわ らないうえに,牧 師が臨
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写真6              写真7

写真6サ クラメント市営墓地の先亡者慰霊塔

写真7先 亡者慰霊塔の碑文

時 だ った り白人 だ った り とい う事 情 もあ ろ う｡SDAは 他 の キ リス ト教 教会 と の 関係

す らな く,日 系 人 社会 との 関係 もほ とん ど皆 無 で あ る｡さ て,行 事 の 実 状 は次 の通 りで

あ る｡た とえ ばPPCの 場 合,牧 師 の外 に20数 名 の一 世 と付 添 の 二 世 がつ いて い く程

度 で あ る｡な お そ の式 典 の後,キ リス ト教 関係 者 だ け の墓 まい りが あ る｡墓 地 はEast

LawnとSacramento Memorialが 隔年 交 代 とな る｡短 い礼 拝 の 後,一 世 の墓 を 中

'心 に まわ る
｡そ の 時,｢あ ん た も苦 労 した ね え｣と か｢も う楽 に な った ね え｣と か,語

りか け る と い う｡墓 ま い りが す ん で か ら食 事 を 一 緒 に と るが,こ れ が 一 世 に と って は

楽 しみで もあ る｡     `

 日系 人 のか か え る問 題 を教 会 で 報 告･討 議 した りす るの も積 極 派 で あ る｡た とえ ば

強制 収 容 の賠 償請 求 の 問題 で あ る｡こ う した問 題 にPPCは 熱 心 だ が, UMCは 社 会

問 題 に は深 く関 与 しな い｡し か し両 教 会 と も,年 配 の 日系 人 を 対 象 とす る｢楽 しみ会｣

で は,ソ ー シ ャル・ ワ ー カ ーや仏 教 の 開 教 使 とと もに牧 師 が 積 極 的 な 役割 を 演 じて き

た｡こ れ は毎 週 金 曜 日,2会 場 に分 か れ て昼 食 を 提 供 し,映 画 や ビ ン ゴや 歌 な どを 楽

しむ会 で あ る｡北 サ ク ラ メ ン トで は仏 教 会,南 サ ク ラメ ン トで はUMCの ホ ール を

会 場 と して い る｡北 サ ク ラ メ ン トで はPPCの 牧 師 と仏 教 会 の 開 教使 が隔 週 交 代 で 司

会 を つ とめ て い る｡

 と ころ で サ ク ラ メ ン トに はJAcL(Japanese American citizens League)な ど 日

系 人 会 の 主 催 す る祭 りは な い｡た だ しバ ザ ー は資金 集 め の催 しだ が,そ れ にか わ る よ
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うな性 格 を 備 え て い る｡た とえ ば 仏教 会 のバ ザ ー は文 化行 事 も盛 り こみ,さ な が ら｢日

系 人社 会 の 祭 り｣と い った風 情 で あ る10>｡UMCやPPCで はテ リヤキ･チ キ ンや 寿

司 な ど の フ ー ド･バ ザ ーだ けだ が,こ う したバ ザ ー に は宗 教 や 教 会 の 違 い を 問 わず 多

くの 日系 人 が 集 ま り,協 力 す る｡非 日系人 もこの 時 とば か り日本 食 を め ざ して 多 数 や

って くる｡           ･

 最 後 に仏 教 会 とキ リス ト教 会 の メ ンバ ー の関 係 で あ るが,キ リス ト教 徒 の 側 か らす

る と,他 の 日系 人 に差別･排 斥 され た とい う意 識 を も って い る｡こ れ は 日系 人 の マ イ

ノ リテ ィで あ る とい うキ リス ト教 徒 の 意識 と無 関 係 で はな い｡キ リス ト教 徒 は一 般 に

ア メ リカ指 向 が 強 いか ら,ス パ イ よば わ りされ な い まで も,日 本 の伝 統 を 守 ろ うとす

る人 々 か らは反 感 を も って遇 せ られ る と ころが あ った｡た とえ ば,｢宗 教 を変 え る者

は ろ くな者 で は ない｣と か｢罪 人 の 集 ま りだ｣と い う よ うな非 難 を 浴 びせ か け られ た

の で あ る｡ま た こ ち こち 頭 を意 味 す るブ ッダ・ ヘ ッ ドに対 しク リヘ ッ ドと軽 蔑 さ れ た｡

と くに フ ロー リ ンで は仏 教 会 とキ リス ト教会 の メ ンバ ー との間 にず いぶ ん 軋蝶 が あ っ

た ら しい｡な お キ リス ト教 徒 が仏 教 徒 に比 して 相 対 的 にア メ リカ指 向 が 強 い とい う例

の ひ とつ は,県 人 会 の行 事 に あ ま り参 加 しな い こ と に も現 わ れ て い る｡

  2) 教会 生活 に おけ る宗教 意識

 教会生活すなわち宗教生活であるとは一概に言えない部分に光を当てて,宗 教意識

をさぐってみたい｡な ぜなら教会によって宗教意識に差があり,信 者がいつも宗教意

識に裏付けられた行動をとっているわけではないか らである｡

 まずPPCで は,伝道集会は行なわないでフェローシップを重視 している｡二世の多

数がこの路線を支持 しているし,牧 師も社交的な活動に力をいれている｡聖 書研究会

や祈薦会は財部牧師の着任後まもなく無 くなった｡二 世の参加が少なくなったからで

ある｡彼 らは聖書研究をあまり重視 しないようである｡た だし,一 世婦人会では1980

年まで月一回聖書研究をしていた｡し かしこれ も中心的メンバーの死去のために解体

した｡ま た,たまたま筆者が出席した日曜礼拝では説教が無 く,意外に思 った｡そ の時

はキャンプでの体験報告がそれに代 っていた｡も っともこれは例外 とのことである｡

他方,社 交的行事は多彩であり,社 会的関心も高い｡社 交的行事には後述の一世感謝

日(lssei Day)と か,家 族のキャンプ,夫 婦者だけのデ ィナー,ク リスマス行事,､モ

チッキなどがある｡社 会的関心の高さを示す活動には,後 述の一世生活史プロジェク

トや,ア ジア系の新移民に対する援助などがある｡収 容所から西海岸への再移住が許

10)サ クラメントも含めた北カリフォルニアの盆行事については栗田論文を参照されたい[栗田

 1982:6-17]｡
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された時,教 会はホステルとして機能 したが,そ れを恩に感じたある一世は当時の牧

師のことを神の如 く思っている｡こ れは日本的と形容できる宗教意識である｡

 ppcと 対照的なのはJBCとSDAで ある｡こ れ らの教会ではフェu一 シップもさ

りなが ら,聖 書研究や教義の学習,ま た祈疇に重きをおいている｡こ こでは日曜礼拝

に病気の人々に対 する祈禧がある｡JBCで は聖書研究と祈禧会 を兼ねた集会が毎週

1回 続けられていたし,MBCで も聖書研究会は週2度 開かれていた｡毎 年あるわけ

ではないが,伝 道集会も時々行なわれている｡た だしJBCの 教勢は現在あまりふる

わない｡

 UMCの 特徴をあえて一言でまとめれば,リ ベラルなPPCと ファンダメンタルな

JBCと の中間に位置しているといえよう｡ UMCに は特別伝道集会が年3回 ほどあ

り,と もしび会の聖書研究がある｡と もしび会とはアメリカ軍人に嫁いだ日本人女性

のグループである｡こ のほかにも各種の活動があるが,大 きな行事は月1回 くらいに

とどめているという｡な お,先 述の如 く,政 治や社会問題とは一線を画 している｡

3) 家庭生活における宗教意識

 家庭生活といってもここでは死者祭祀のみを問題とする｡子 弟教育については先に

ふれたし,結 婚については後述する｡こ こではキ リス ト教の家庭における死者に対す

る祭祀や意識をさぐるのが目的となる｡プ ロテスタントの場合,死 者に対 してはふつ

う無関心な態度をとるはずであるが,ア メ リカの日本人や日系人の場合には日本的な

伝統をある程度ひきずっている｡日 本のキ リス ト教徒の場合で も死者祭祀を中心とす

る家の宗教となる傾向があることは,森 岡や リー ドらの研究によって明らかにされて

いる[森 岡 1970;REID 1981]｡

 まず葬式であるが,日 系人の場合は火葬が圧倒的に多い｡キ リス ト教の復活信仰か

らすると,土 葬が一般的なはずであるが,サ クラメントの仏教徒と同様に火葬が9割

を越えるという｡葬 式(告 別式)は ふつう夕刻に執行される｡参 列者の勤務の終了を

考慮 してのことであるが,日 系入一般の葬儀と同様に日系人の参列者がたいへん多い｡

ふつう250～300人 も集まるという｡ち なみに白人の場合は100人 程度であるらしい｡

また後者が葬儀社中心であるのに対 し,日 系人の場合は教会が主体となる｡香 典帳を

つける習慣 も日系人には引き継がれている｡こ のようにキ リス ト教徒であるなしを問

わず,日 系人の場合には日系人同士のつきあいが重きをなしているのである｡

 最近の日本でもそうだが,服 喪の習慣はほとんどない｡日 本では年賀状の欠礼程度

のことはあるが,ア メリカではクリスマス･カ ー ドを忌避するという習慣はない｡た
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だ 牧 師 が カ ウ ンセ リ ングの た め遺 族 の 家 庭 を訪 問 す る こ とが,あ えて 類 比 す る とす れ

ば,こ れ が初7日 や49日 の 法事 に相 当す る｡期 間 も3カ 月 くらい の間 と い う｡仏 教 の

法 事 の こ とは メ モ リアル・ サ ー ビス と称 し,教 会 や家 庭 で 行 な う｡教 会 で の メ モ リア

ル･サ ー ビス はか な り 日本 的 とみ えて,長 老教 会 で は祭 式 規 定 が な か った の で ,牧 師

が 自 ら創作 した と い う｡さ て,サ ク ラメ ン トの キ リス ト教 徒 は,1周 忌 の メ モ リア ル

・サ ー ビス は ほ とん ど欠 か さず 行 な って い る｡し か し3周 忌 とな る と半 分 位 に減 少 し,

7周 忌 以 上 だ と ほ とん ど しな くな る とい う｡あ る一世 の未 亡 人 の 場合,1年,3年,

10年,25年,38年 に亡 夫 の メモ リア ル･サ ー ビ スを行 な った が,こ れ は多 い ほ うで あ

る｡特 に定 ま った 年 の 規 定 はな い｡こ の一 世 に よ る と,日 本 人 は 仏 教 の影 響 を う けて

い るか らす る ので あ って,2・3世 は ほ とん ど しな い とい う｡こ れ は親 戚 を 集 めて す

る よ うな メ モ リアル・ サ ー ビス で あ り,終 了 後 は レス トラ ンで 食 事 を共 にす る のが 一

般 的 で あ る｡も っと も以 前 は自宅 でつ く った 料 理 を教 会 に持 って い った ら しい｡な お,

よ り私 的 な追 悼 は毎 年 行 な って い る｡命 日の近 くの 日曜 日 に近 親 者 が 日曜 礼 拝 に 出席

し,献 金 を捧 げて 追 悼 の 意 を表 わす｡こ の 時 献 花 も行 なわ れ,礼 拝 壇 を飾 る｡教 会 に

よ って は重 複 を避 け るた め に献 花 の年 間 スケ ジ ュー ル を決 めて い る と ころ もあ る｡

 墓 ま い りは キ リス ト教 徒 もけ っ こ う頻 繁 に行 な って い る｡興 味 深 い こと に,墓 まい

りは仏 教 的 影 響 と は考 え ず,日 本 人 の守 るべ き伝統 な い し習 慣 とみ な して い る｡一 般

的 な傾 向 と して は,一 世 が最 も熱 心 で あ って,二 世 か ら三 世 にな るにつ れ て 無 関 心 の

度 は高 くな って い くよ うだ｡墓 ま い りの 度 合 は 親 密度 に よ る とい う二 世 もいた｡

 キ リス ト教 徒 で あ って も死者 祭 祀 に 関 して 仏 教 会 と繋 が って い る場合 が あ る｡た と

え ば 夫 が 亡 くな った 時,キ リス ト教 の所 属 教 会 で葬 式 を しよ う と計 画 した ら,二 世 の

娘 が｢本 人 の生 まれ た 宗 教 で や るべ きだ｣と 主 張 し,仏 教 会 で や った とい う例 が あ る｡

この人 の場 合 で は法 事 を す る時 だ け仏 教 会 に も行 って い る｡ま た 父 母 の遺 骨 が 日本 に

あ り,お 盆 に は送 金 して い る とい うキ リス ト教 徒 もい る｡ま た キ リス ト教 徒 で も仏 教

会 に責務 を感 じる と い う二世 もい る｡な ぜ な ら,一 世 の親 が仏 教 会 に世 話 に な って い

た か らで あ る｡

 最 後 に 家庭 に お け る崇 拝 対 象 を 問題 に して み た い｡崇 拝 対 象 と い って も飾 りに近 い

もの もあ る｡亡 くな った近 親 者 の写 真 とと もに祭 壇 ら しき もの を 設 け る家 庭 が あ る｡

あ る未亡 人 の家 で は リビ ングの 一角 に十 字 架 や キ リス ト像 を 並 べ,そ の も とに夫 の写

真 を 置 き,花 で 飾 る と と もに,キ リス ト教 関 係 の本 を そ こ に並 べ て い た｡ま た あ る未

亡 人 の 家 で は,墓 ま い りが で きな い ので,仕 方 な く写 真 を暖 炉 の 上 に祀 って い た｡そ

こ に は花 が供 え られ て いた｡ま た キ リス ト像 の 絵 画 パ ネル を 食 事 室 の壁 に飾 って い る
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写真8亡 夫の写真と供花

家 庭 もあ った｡キ リス ト教 徒 で あ って も,亡 くな った近 親 者 の 名前 を書 いた ペ ーパ ー

(位牌?)を 大 切 に も って い る とい うひ と もい た｡

  4) 個 人 と宗教意 識

 一般に,ア メリカでは宗教は個人の信仰と深 くかかわっているといわれている｡し

かし以上みてきたように,社 会的な要素 も少なくない｡個 人の純粋な領域などは無き

に等 しいのである｡し か し,私 的な事柄として宗教を考える面もあり,こ の点とくに

キ リス ト教の場合には考慮に値する｡

 一般的に他人の宗教には不干渉であることが,ア メリカではひとつの原則である｡

外国への宣教や国内の伝道に熱心であるのとは裏腹に,宗 教 と政治の話題がタブーと

されることは意外に多い｡

 夫婦で別々の宗教を信奉するとき,個 人的な問題として割 り切る場合がある｡夫 が

キリス ト教徒であって妻がそれに従ったような場合には,日 本の宗教的伝統がいろい

ろな形で残る｡夫 に従がって改宗 したある未亡人は,子 供の頃,膝 にだかれてお経を

聞いたことがなつか しく,キ リス ト教の祈疇に抵抗を感じると述懐していた｡

 一世は熱心な信仰をもっていたが,二 世･三 世になると高校の頃から教会か ら離れ

るという｡も ちろんこれは親か らの独立,教 会のみが活動の場ではなくなっている状

況などがあって一概には言えないが,改 宗の意識のある人と,子 供の頃か らキ リスト

教的な雰囲気で育 った人との差は大きい｡た とえば,日 本への一時帰国に際し,心 変

わりしてはいけないと思って,洗 礼を決意 したという一世もいるほどだ｡三 世にとっ

て教会は多くの活動の一つにすぎないという見方だけでは,あ まり説得的ではない｡
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 キ リス ト教 徒 と して の 意 識 か らす る と,や や とま ど う日本 的 な宗 教 的 伝 統 が あ る｡

た とえ ば 焼 香 で あ る｡ひ とに よ って 異 な るが,焼 香 はす るが 手 は合 わ せ な い と い う者

や,清 めpurificationと して 割 り切 るひ と も い る｡仏 壇 や神 棚,あ るい は位 牌 な どの

扱 い もその ひ とつ で あ る｡

 ま た禁 欲 的 な キ リス ト教 徒 は,ギ ャ ンブ ル･酒･煙 草 には厳 し く反 対 す るが,い わ

ゆ る リベ ラル な教 会 で は これ ら につ い て う るさ くいわ な い｡一 世 の全 盛 時 代,す な わ

ち西部 開拓 の余 韻 が 残 る時 代 と は,ギ ャ ンブ ルや 酒 に対 す る歴史 的 状 況 が 基 本 的 に異

な って い る と理 解 した い｡

3.民 族 意 識

 こ こで は 日系 人 キ リス ト教 徒 の民 族 意 識 な い し民 族 と して の ア イデ ンテ ィテ ィにつ

いて 問 題 にす る｡ま ず 民 族 教 会 と して の キ リス ト教 会 を と りあ げ,教 会 に 固有 の 民 族

性 の問 題 を 考 察 した い｡つ ぎに民 族 的 な活 動 に対 す るキ リス ト教 界 の か か わ りにつ い

て検 討 した い｡そ して 最 後 に 結 婚 と民族 性 の 問 題 に つ い て多 少 ふ れ る｡こ こで い う民

族 性 の 問題 と は,日 系 ア メ リカ人 に と って不 可 避 の 葛 藤,す な わ ち 日本 人 の 子孫 で あ

る こと と ア メ リカ の 国民 で あ る こ との,時 に二 律 背 反 的 な性 格 に まつ わ る葛藤 で あ る｡

D･オ キ モ トの い う く二 重 の ア イデ ンテ ィテ ィ〉で あ る[OKIMoTo l970]｡そ の背 景

と して は 日系人 が 白人 に よ って 差 別 され た とい うこ とが 重 要 で あ る｡た とえ ば フ ロー

リ ンで は1923～59年 ま で,小 学 校 で の 人 種 的 隔離 が行 なわ れ て い た｡キ リス ト教 徒 は

ア イデ ンテ ィテ ィ との 関 連 で い えば,ア メ リカ に 同化 しよ う と した グ ル ー プ にふ つ う

属 す る｡彼 らの なか に は ア メ リカの社 会 や 文 化 に適 応 す る た め に,日 本 の伝 統 を意 識

的 に隠 そ う と した人 々 も少 な くな い｡そ れ ゆ え 日系人 社 会 の なか で も対立 が あ り,た

と え ば フ ロ ー リンに は仏 教 系 とキ リス ト教 系 の2つ の 日本 人 会 が 存 在 して い た ので あ

る｡こ う した軋 蝶 に もか か わ らず,日 系 人 は 日系人 社 会 を重 要 視 して い る｡こ れ は少

数 民 族 と して の 宿命 で もあ ろ う｡

  1) 民族 教会 と して の キ リス ト教 会

 サクラメントの日系キ リス ト教会は,も ともと日本人のために設立されたものであ

り,ミ ッションか らの援助はうけたものの,日 本人が中心となって運営 してきた｡し

たがって当初か ら民族教会であったとみなすことができる｡し かし戦後はいろいろな

事情からさまざまな迂余曲折を経て,MBCを 除き民族教会としての方向を採用 し

ている｡ま ずはそうした動向を追ってみよう｡

 戦後の最初の動きは,同 宗派内における日系教会の白人教会への吸収であった｡長
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老教会では本部の方針として白人教会への統合が指示されたが,実 際には前に少 しふ

れたように,白 人教会の信徒の反対で実現 しなかった｡白 人教会の牧師は本部の方針

に賛同してそれを教会ではかったところ,あ る信徒が｢お まえが出るか私がでるか｣

と牧師に決断を迫 ったという話が伝わっている｡ま たフロー リンでは白人のメソヂス

ト教会がフロー リンの日本人メソヂス ト教会との合併を画策 したが,二 世は収容所で

の隔離経験があったために,そ の申し出を拒否 したという｡当 時の日本人牧師は白人

教会との合併に賛成 し,合 併に尽力した日系人 もいたが,成 功 しなか った｡そ の時一

世の多 くは合併に同意したが,二 世の信徒は失敗例を指摘 したり,同 じ合併ならサク

ラメントの日系メソヂス ト教会とのそれを主張して譲 らなかったという｡そ してその

時は,結 局どちらとも合同しなかったのである｡

 異宗派間の合同も企てられた｡サ クラメン トでは長老教会とメソヂス ト教会が日本

人の超宗派的な教会を設立しようとし,信 徒も熱心に動いたけれども,メ ソヂス トの

ほうの組織形態に問題があって,本 部の許可がおりなかったという｡そ して結局,長

老教会は民族教会の道を選択し,メ ソヂス トはサクラメントとフロー リンの日系メソ

ヂス ト教会同士で合同 した｡

 多民族教会に移行 したのはMBCで ある｡ MBCは 白人の牧師が長 くつとめている

関係もあって,白 人会員が2割5分 程存在する｡牧 師によると民族的教会からコミュ

ニテ ィ･チ ャーチという多民族教会への移行に伴 う緊張は特になく,あ えていえば他

の日系教会などとの関係の強さが問題だという｡こ こでは人種平等,民 族をこえる接

触,キ リス ト教徒としての連帯が強調されている｡そ れでも,信 徒の側には,増 加す

る黒人の加入に対するとまどいは隠 しきれない｡以 前は日曜学校に白人の子供がきて

も日系人の子供はどう対処 していいかわからなかったというが,今 はそれが対黒人と

の関係にややみ られる｡も ちろん決して深刻な事態ではない｡た だScudder Hall

に対 してCrone HallやIssei Hallが 存在するような,あ る種のバランス感覚は必要

なのであろう｡

 JBCは 白人の牧師がこれまた長 くつとめてきたが,合 併や解散の話題 もなく,ず っ

と民族教会として機能 している｡た だし,教 会名のJapaneseを 変更すべきだとの意

見もあったというが,一 世が反対したのでそのままになっているらしい｡古 い二世 も

Japaneseの 必要性を認めるが,若 いひとはこだわっていない｡一 世がいなくなると,

教会名も変わるかもしれないという見解 もあった｡

 非日系人のメンバーは当然MBCが 一一ts多いが,他 の教会にも少 しは存在する｡し

かしその数はどの教会 も数名程度である｡PPCで は主に二世を対象にした説教や活
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動 をす る ので,白 入 は準 会 員af田iated member以 上 に はな らな い と い う｡ SDAは

日系 人 が 中 心 で あ るが,民 族 教 会 を 設立 す る まで は韓 国 系 の人 々が多 か った｡現 在 で

も中 国人 は若 干 名 い る｡白 人 は門 を 叩 くけ れ ど も長 続 き は しな い ら しい｡

 日系 人 で も 白人 教 会 の メ ンバ ー にな って い る ひ と もい る｡そ の 数 を正 確 につ か む こ

とはで き な いが,サ ク ラ メ ン トで は決 して 多 くはな い｡意 外 だ ったの は,JBCの 三 世

の臨 時 牧 師 が,両 親 は 日系 人 教 会 に所 属 して い る に もか か わ らず,白 人 教 会 の メ ンバ

ーだ った こ とで あ る
｡ま た 白人 教 会 の メ ンバ ー に な って い る 日系 人 に対 し,や や 屈折

した意 識 もみ られ た｡た とえ ば,白 人 教会 の 日系人 メ ンバ ーの 葬 式 に は 白人 は あ ま り

来 な い,と い う よ うな非 難 め い た発 言 で あ る｡

 民 族 教 会 の 心 理 的利 点 は気 安 さ･気 楽 さcomfortablenessに あ る よ うだ｡教 会 は 日

系人 の み が集 ま る数 少 ない 場 所 で あ り,家 に帰 った時 の よ うに 安 心 で きる とい うの で

あ る｡日 本 的 な文 化,教 養,生 活 様 式 な どを共 有 し,自 尊 心 や 安 心 感 な ど も確 保 で き

る とい う｡ま た 民 族 教会 は外 の コ ミュニ テ ィか ら移 って くる 日系 人 に と って も何 か と

都 合 が よ い｡意 見 の相違 に よ って 他 の 教 会 に移 った 日系 人 で も,特 別 の機 会 に は戻 っ

て くる と い う心 理 的 な つ なが りが み られ る｡

 さて,教 会 の 行 事 で き わ めて 民 族 的 な 性 格 の 強 い もの が あ る｡宗 教 意識 の項 で と り

あ げ た メ モ リアル･サ ー ビスや 墓 ま い り もそ うで あ る が,こ こで はそ れ 以 外 の行 事 を

と りあ げ る こ と に した い｡

 PPCに は民 族 的 とみ な され る行 事 が 顕 著 に み られ るの で,そ れ を 中 心 に整 理 して

み た い｡ま ず 感 謝 祭 の行 事 で あ る｡感 謝 祭 は11月 の最 後 の 木 曜 日 に,家 庭 を 中心 に な

され る｡こ れ は よ く知 られて い る よ うに,ピ ル グ リム･フ ァーザ ーズ が ニ ュー･イ ン

グ ラ ン ドの地 で 最 初 に迎 え た収 穫 期 に,七 面 鳥 を 料 理 して 祝 った こ と に端 を 発 す る国

家 的 行 事 で あ る｡PPCの 感 謝 祭 は,財 部 牧 師 の発 案 で1970年 頃 か ら始 ま った｡そ の

意 図 は,ピ ル グ リム･フ ァー ザ ー ズ を 日本 か らの 一 世 に み た て て,一 世 の 苦 労 に 感謝

す る もの で あ る｡夕 食 か昼 食 を共 にす る のだ が,説 教 や祈 薦 も伴 って い る｡一 世 に し

ろ二 世 に しろ メ イ フ ラ ワー 号 や ピル グ リム･フ ァーザ ー ズ に対 す るア イデ ンテ ィテ ィ

は稀薄 で あ り,二 世 や 三世 は 日系 ア メ リカ人 の 基 礎 を築 い た一 世 に対 す る感謝 の気 持

を 強 くも って い る｡

 感 謝 祭 よ り も よ り直 接 的 に一 世 に対 す る感 謝 を 表 わ す 日が あ る｡一 世 感謝 日曜 日

(Issei Day, Issei ApPreciation Sunday)が それ で あ る｡こ れ も 財部 牧 師 の 発 案 で

1970年 頃 か ら始 ま ったが,当 初 は感 謝 祭 に して い た｡年 一 回 の行 事 で,1981年 度 は4

月26日 に午 餐 会 を も った｡も っ と も,一 世 は一 世 の 慰 安 日と思 って いた が,1980年 ま
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写真9合 同メソヂス ト教会の一世庭園

で は 自 ら御 馳 走 を作 らな けれ ば な らず,動 くの が つ ら くな った の で断 わ った と こ ろ,

1981年 か ら二世 が代 って 作 る よ う にな った とい う｡

 こ の よ うな 一 世 に 対 す る感 謝 の 日 は,'PPCに 限 らず,ひ ろ くみ られ る｡ UMCで

は名 前 も 日 も決 って い な い が,一 年 に2～3回 一 世 を 招 待 す る ことが あ る とい う｡そ

の 内容 は,ポ ッ トラ ック とい う持 ち よ りの食 事 を して,讃 美 歌 を歌 った りす る ら しい｡

ロサ ンゼ ル ス近 郊 の ガ ー デ ナ のバ プテ ス ト教 会 に も一 世 感 謝 日が あ って,そ こで も礼

拝 の 後,ポ ッ トラ ックの昼 食 と歌 や 踊 りが あ る と い う｡ち な み に,JACLに は一 世 感

謝 日が あ り,サ ンフ ラ ン シス コのJapanese community Youth clubに は二 世 感 謝

日す らあ る とい う｡

 集 会 や行 事 の ほか に もい ろい ろな活 動 が あ る｡た とえ ばPPCの 一世 生 活 史 プ ロ ジ

ェク トで あ る｡こ れ ま た財 部 牧 師 の 発 案 に よ って1969年 か ら始 ま った 活 動 で あ るが,

イ ンタ ビ ュー方 式 で 一 世 の話 を 聞 き,テ ー プを 保 管 す る と と もに,そ の 刊行 に も力 を

入 れ て い る｡『lssei Christians』 の発 行(1977)に 続 き,『Portrait of a Pioneer』 が

近 刊 の予 定 で あ る｡こ れ は1975年,非 営利 団 体 とな った｡

 UMCに は一 世 庭 園(lssei Garden)と 称 す る 日本 的 庭 園 が あ る｡一 世 の2～3人

の者 が 二 世 の 協 力 を得 て造 成 した とい うが,そ こ に は次 の よ うに刻 まれ て い る｡

  Dedicated to our issei pioneers whose faith and devotion madc possible this

  church  April l 972

   (訳:こ の 教 会 の設 立 を可 能 な ら しめ た信 仰 と献身 の 持 ち主 で あ るわ れ らの一 世

  に捧 げ る  1972年4月)
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SDAに も 日本 的 庭 園 はあ り, MBCに は一 世 ホ ール が あ る｡

   2) 日 系 キ リ ス ト教 界 の 民 族 的 活 動

 民 族教 会 と して の キ リス ト教 会 が合 同 で集 会 をす る機 会 が あ る｡こ れ は,同 宗派 と

異 宗 派 の 場 合 にわ け られ る｡前 者 に は 長 老 教 会 だ けの 年 会(Japanese Presbytery

Conference)が あ り,2月 に3日 間行 な われ る｡後 者 で は まずSacramento･Stockton

Japanese American christian Fellowshipが あ る｡こ れ に は春 と秋 の 集会 が あ り,

お よ そ250人 位 集 ま り,特 別 講i師を招 待 す る｡春 の 四旬 節 の 時 に は,3日 間 連続 で 夕拝

をす る｡最 終 日 は晩餐 会 で親 睦 を はか る｡ま た 北 加 キ リス ト教 連 盟(Northern Cali-

fbrniaJapanese christian church Federation)主 催 の エ キ ュメニ カル な集 会 が1月

に あ る｡た だ しsDAはsacramento-stockton JAcFに も北 加 キ リス ト教 連盟 に も加

わ って い な い｡さ らに いわ ゆ る フ ァ ンダ メ ンタル な 教会 を 中心 にJEMS(Japanese

Evangelical Missionary Society)が 組 織 され て い て,サ ク ラ メ ン トで はパ フ｡テス ト

のJBCとMBCが 熱 心 で あ る｡と くに マ ウ ン ト･ハ ー モ ンの 夏 期修 養会 が最 大 の 活

動 で あ る｡こ れ は大 人 か ら子 供 のす べ て を 含 む が,1981年 に は800人 の青 少 年 が 集 ま

った とい う｡10年 程 前 に は100人 程 度 しか 参加 しなか った よ うだ が,あ る種 の 信 仰復

興 が 若 者 の 間 に起 って,こ れ 程 の盛 況 を み るに至 った と い う｡こ こで｢1年 間 の 仕 込

み｣を す る とい う一 世 もい た｡

 信 徒 ば か りで な く牧 師 に も合 同 の集 会 が あ る｡た とえ ば プ レス ビテ リア ンのJapa-

nese Presbyterian Ministers Cultural Seminarで あ り,年1回,1週 間 にわ た って

牧 師研 修 会 が開 か れ る｡

 最 後 に,日 系 人 に限 らず,ア ジ ア系 ア メ リカ人 との 連 帯 に つ い てふ れ て お きた い｡

サ ク ラ メ ン トで は 日系 人 が少 な いの で他 の ア ジ ア人 と協 力 す る必 要 が あ る｡こ れ に は

資金 援 助 を 引 きだ す た め の便 宜 的 な要 素 が 無 き に しもあ らず で あ るが,60年 代 後 半 か

らの ブ ラ ック･パ ワー 運動 に影 響 され た面 が 強 い｡そ の 頃 か らと くに三 世 の間 に 日系

ア メ リカ人 と して の 意識 が強 くな った｡逆 に戦 後 か ら1950年 代 にか けて は 日本 人 教 会

の民 族 的 性 格 を 主 張 した くなか った時 代 で あ る｡ち な み に そ う した 活 動 や行 事 を あ げ

れ ば,つ ぎの よ うな もの が あ る｡ま ず 同 宗 派 内 の会 で は,Asian Presbyterian Con-

ferenceが あ り,ふ つ うサ ン フ ラ ンシ ス コで3～4日 にわ た って あ るが,1981年 は1週

間 だ った｡ま た ア メ リカ軍 人 と結 婚 した ア ジア系 女 性 に対 す る カ ウ ンセ リング(Cris玉s

Counseling for Asian-Born Wives of U. S. Serviceman)に つ い て は,韓 国 系 の 長

老 教 会 と協 力 して や って い る｡ま た,楽 しみ会 に相 当す るア ジア 系 の老 人 に対 す る 奉

仕 活 動 も盛 ん で あ る｡ス ポ ー ッ活 動 と して は,ソ フ トボ ール,テ ニ ス,あ るい はバ ス
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ケットやボー リングなどのアジア･リ ーグがあるという｡

  3) 結 婚 と民 族性

 最後に結婚に関して民族性がどう現れるかを検討したい｡モ ンテロの研究によると,

一般的に日系人と非日系人との結婚の比率は
,一 世が1%,二 世が10%,三 世が40%

である[MoNTERo l980:65]｡性 別,年 令別,職 業別,教 育別の内訳にも多少の差

異は認められるが,趨 勢は上記の如きである｡サ クラメントでは約10の キ リス ト教の

家系を調べたが,本 稿では統計的な処理はせずに,い くつかの傾向と興味深い点の指

摘にとどめたい｡

 結婚の趨勢としてはやはり世代が新 しくなるにつれ非 日系人との婚姻が増加する｡

しかしそれに対する親の反対も時々みられる｡黒 人とだけは結婚すべきでないと考え

る日系人は少なくないが,相 手が白人の場合でも二世などは時に強く反対する｡白 人

と結婚 して離婚に終る例 もいくつかみられた｡親 の反対を押 しきって結婚する場合,

サクラメントあたりではカジノで有名なネバダ州の リノに行 って挙式することが多い

ようだ｡

 キリス ト教徒はキリス ト教徒同志での結婚が望ましいと考えているが,キ リス ト教

の家系においても実際は仏教系の相手と結ばれることも少なくない｡キ リス ト教徒は

仏教系に比 して少数であるという点 も影響 している｡そ うした場合,キ リス ト教の教

会活動には不活発になる傾向がある｡も っとも宗教を個人の問題と割り切るひともい

るが,子 弟の宗教教育では緊張を強いられている｡

 結婚式はふつう新婦の意向が尊重されるというが,実 際はまちまちである｡あ るキ

リス ト教の二世は新婦の両親に対する尊敬か ら仏教会で式をあげたという｡し かし,

新婦が仏教系でもキ リス ト教会でのキ リス ト教式に固執 した例も少なくない｡親 同士

の宗教的妥協がつかず,リ ノで結婚した例 もある｡な お,教 会での結婚式においては

事前に牧師によるカウンセ リングが行なわれている｡

お わ り に

 サクラメントのキ リス ト教会を例に,前 半では主に教会の側からの歴史を,後 半で

は信者の側からの意識を探ってきたが,ま だ十分論 じきれていない点 も少な くない｡

歴史に関しては入手 した教会の内部資料をまだ十分に活用 しきっていない｡意 識に関

しては三世に関するデータが絶対的に不足 している｡ま た仏教会との比較など重要 な

問題も残っている｡本 稿ではキ リス ト教の信仰内容にまでは立ち至っていないが,こ
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れ も一 つ の 問 題 に は相 違 な い｡た だ,筆 者 は宗 教 の オ ー ソ ドック スな教 義 よ り も現 実

の あ りか た に強 い 関心 が あ るの で,信 仰体 験 な ど はほ とん ど扱 う こ とが で き なか った｡

これ らの 点 はす べ て他 日を 期 す こ とに した い｡
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